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がん治療薬の新しい標的因子ZIC5
A new cancer drug target ZIC5
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【技術の概要】

◇ 想定される用途：メラノーマ、前立腺がん、その他がん治療の分子標的

◇ 特徴

・ ZIC5は、上皮間葉形質転換（EMT）関連遺伝子。

・ ZIC5遺伝子の機能を抑制・阻害すると、メラノーマおよび前立腺がん、

その他がんの腫瘍細胞悪性化を抑制する。

・ がん特異的に高発現しているZIC5がSTAT3とFAKを活性化し、メラノーマの

薬剤耐性を更新させていることを明らかにした。

⇒ 抗がん剤耐性阻害剤への展開可能性あり。

・正常組織における発現が限局している為、ZIC5 を阻害することで副作用が

でることは少ないと考えられる。
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